令和８年８月１８日（火）訪問演奏の報告
（ゆずのきの家）

１　日　時　　令和８年８月１８日（火）　午後２時００分～３時００分

２　場　所　　ゆずのきの家（刈谷市市半城土町）

３　内　容　　オカリナ演奏がスタート。すると、「♫名も知ら～ぬ・・・♬」。複数の声が、演奏に合わせて響きます。「伊良湖岬」「ひとつの椰子の実」イメージを広げて見える様子です。
挨拶の後、「琵琶湖周航の歌」です。曲紹介をしていると、「この歌、いいですねえ」。歌声とともに、ゆったりと、穏やかな琵琶湖の風景を楽しむ雰囲気が漂います。
続いて、「涙そうそう」。森山良子さんの、優しく元気なお兄さんの笑顔、森山さんの涙。思い浮かぶ柔らかい曲です。手で拍子をとったり、体を左右に揺らしたりし、ゆったりとした皆さんの姿があります。
エディットピアフによる、心が熱くなる「愛の讃歌」。前向きな青春、爽快なメロディの「あの素晴しい愛をもう一度」。２曲の愛の世界、オカリナの音色とともに、皆さんに楽しんでいただきました。
ここで、紙芝居「かぐやひめ」です。準備を進めていると、「かぐや姫だよ！」。楽しそうな気持ちが伝わってきます。久しぶりの「紙芝居」「昔話」。しばしの間、お話の世界に入って、楽しんで見えました。
後半、映画音楽「追憶」でスタートです。映画のラストシーン、名場面。口ずさむ姿、曲のリズムと合わせて、体を揺らしながら楽しむ様子が見られます。
「くちなしの花」。「♬・・・くちなしの～　白い花～　・・・♬」会場から、女性の高い歌声、響きます。続く「つぐない」でも、優しい歌声が聞こえてきます。大ヒットした歌謡曲の力、大きいものがあります。
「埴生の宿」イングランド民謡。英語での歌声も聴こえてきます。埴生の宿ののどかな風景、青空、花、鳥たち。心地よい情景です。
最後は、「もののけ姫」。とても美しいメロディを、味わっていただきました。演奏の終了後には、「また来てね」。笑顔での声かけです。オカリナ演奏を、十分に楽しんで見えた表情でした。
　
４　プログラム　
①椰子の実　②琵琶湖就航の歌　③涙そうそう　④愛の讃歌　
⑤あの素晴しい愛をもう一度
紙芝居「かぐやひめ」
⑥追憶　⑦くちなしの花　⑧つぐない　⑨埴生の宿　⑩もののけ姫
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